
女性の就労支援事業 【岡山市】

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

目的・目標

事業の特徴

個別事業費 2,800 千円

交付金額 1,645 千円

事業番号 ２

情報通信業また他の業種でもデジタル人材の需要が高まる中で、
女性が長期的に経済的自立ができるよう、デジタルスキルの向上と、
就労支援が重要である。

結婚や出産など、ライフステージの変化により離職した女性や非
正規雇用の女性が、デジタルスキルを習得する機会を提供するとと
もに、個別相談を実施し、希望する形での就労につなげる。講座受
講者のうち就職に向けて活動した人の割合80％以上を目標値とす
る。

ライフステージの変化により離職した女性や非正規雇用の女性を
対象とし、WEBサイト制作（HTML、CSS、JavaScript）・プログラミング
（PHP)講座をオンラインで開催するとともに、個別相談を通じて希望
した形で就労できるよう一貫した支援を実施した。また、必要に応じ
てマザーズハローワークと連携し、情報提供等を行った。

マザーズハローワークや岡山市女性活躍推進協議会等

デジタル人材の需要が高まる中で、この事業の参加希望者が多く、
関心が高いことがわかった。知識を確実に習得するために、講座欠
席者や復習用にアーカイブ視聴を可能としたことで、講座を最後ま
で受講する意欲につながったと考える。また、３回の個別相談を通
して一貫した支援ができ、就職にむけての活動や本人の希望する
形での就職や転職、副業等につながった。講座受講者のうち就職
にむけて活動した人の割合は100％となっており、目標を達成して
いる。

デジタル人材の需要が高まる中で、IT技術者等は女性割合が少
ないため、引き続き女性のデジタルスキルの向上に取り組む必要が
ある。また、女性が長期的に経済的自立ができるよう、本人の希望
する形での就労につなげることが重要と考える。



事業の概要

ライフステージの変化により離職した女性や非正規雇用の
女性を対象とし、WEBサイト制作（HTML、CSS、JavaScript）・
プログラミング（PHP)講座をオンラインで開催するとともに、個
別相談を通じて希望した形で就労できるよう一貫した支援を
実施した。
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